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Ⅱ―２　
住環境保全のための地区計画の策定

１　調査、検討すべき事項とその内容について述べよ

２　留意すべき点、工夫を要する点を含めて業務を進める手順について述べよ。

３　業務を効率的、効果的に進めるための関係者との調整方策について述べよ。
１　調査、検討すべき事項とその内容



（１）地区住民の意識の調査


要望のきっかけとなった住民の問題意識や地区に対する意識を、アンケート調査などによって可視化する①。　　
アンケートの立案では、予め住民にヒアリングし調査内容の妥当性を確認する②。
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（２）都市計画における地区の位置付けと既存ルールの確認③
地区の人口動態、用途地域、市街地開発事業の状況、地区の歴史などの都市計画上の基礎情報④を調査する。すでに導入されているルールを調査する⑤

[image: image2]
（３）地区に対する自治会ごとの認識の差に分析


アンケート調査や地区の現況を基に、各自治会⑥が地区に求めるニーズの共通点や相違点を分析する⑦。
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２　業務を進める手順と留意点、工夫点

⑧
（１）地区計画を策定・検討する組織の設立

地区計画を検討する住民主体のまちづくり組織を設立する⑨。その際、既存の自治会⑩を母体としつつ、事業者などのステークホルダーや学識者といった幅広い関係者が参画できるよう留意する。
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（２）地区の課題の把握

地区の課題を住民自らが見つけ出せるよう留意する⑪。ワークショップや勉強会を開催し、参加者が主体的に課題に気が付くよう活動を促すよう工夫する⑫。
専門性が高い情報の理解促進にも留意し、専門家による講演会の開催などを支援する⑬。
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（３）地区の将来目標の設定および情報周知

（２）の課題解決策から⑭地区の将来目標の設定について住民と合意形成を図る⑮。また地区計画の内容は、地区の住民が情報を共有できるよう留意し、「まちづくりニュース」を発行する⑯。紙媒体だけでなく、SNSも活用し、情報伝達チャンネルを増やすよう工夫する。
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（４）地区計画素案作成

地区計画の素案を地区内のすべての住民に周知・共有のうえ、さらなる検討ができるように留意し、説明会や勉強会を、地区別や住民属性別に開催する⑰。
ファシリテーターの活用によって、意見集約も工夫する⑱。
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３　関係者との調整方策



（１）協議会

　地区計画を実行性の高い計画とするため地区内の自治会、まちづくりの専門家、行政をふくめた協議会を設置する⑲。
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（２）ワークショップ

地区計画に対するアイディアや要望を把握するため、行政、住民、企業、まちづくりの専門家で構成されるワークショップを開催する。
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（３）説明会

地区計画に対する合意形成を図るため、計画早期から地元説明会を開催し合意形成を図る㉑。　以上
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①　ここは、調査・検討事項を書くところです。その最も重要な書くべきところを調査などと表現しては、答えが曖昧になってしまいます。また、可視化することを文末に持ってきていますが、これは調査の目的ですので、やることではなく理由として表現すると良いでしょう。→「・・・意識を可視化するため、アンケート調査を実施する。」


②　これは調査の留意点なので、ここで書くのではなく手順で書きましょう。ヒアリングの前に内容を聞いては、調査にならないのではありませんか。留意点としても疑義があります。





③　タイトルは端的に内容を表現するものです。２行はスペースもったいないです。


④　都市計画上の基礎情報は、用途地域、地域地区、建ぺい容積といった情報ではありませんか。人口動態や歴史など情報が混在しています。


⑤　既にあるルールとは何ですか。建築協定、景観協定、緑地協定などですかね。想定するものを例示等しないと抽象的で言いたいことが伝わりませんよ。





⑥　なぜ住民ではなく地縁団体なのですか。


⑦　調査、検討事項なので文末は、「調査する」または「検討する」が望ましいです。





⑧　問題がはっきりしないので何とも言えませんが、この業務は素案の策定なのですか。地区計画の策定の場合は、法定手続きを書くべきです。※以下は、素案策定を前提に添削します。


⑨　（登記する）会社や機関などの組織を新しくつくることをいいます。この場合は、設置がふさわしいと思います。


⑩　ここも自治会である必要はないと思います。





⑪　手順も書かずに留意点を書くのは不自然で、読み手は混乱します。最初に手順の内容を書きましょう。


⑫　これは、⑪の留意点に配慮した手段です。どちらか一方で良いと思います。


⑬　公演の開催を支援するのではなく、公演の開催等により支援するのではありませんか。





⑭　（２）では課題の把握のみで、解決策は述べられていません。


⑮　解決策から目標を設定するとしていますが、順序が逆ではありませんか。目標設定があって、手段が定まるものと考えます。また、目標設定をするための業務内容を書きましょう。書くべき業務内容が明確になっていません。


⑯　主語述語の関係がおかしいです。地区計画の内容と共有する情報は同じなのですかね。構文もおかしいです。→「また、地域の住民に地区計画の内容を周知するため、「まちづくりニュース」といった機関紙を発行する。」





⑰　業務の内容と留意点をごちゃ混ぜにしないで、別々に書きましょう。業務内容は、説明会等の開催で、開催にあたっての留意点は地区別（地区計画なのに地区別との表現も違和感があります）や属性別に開催することではありませんか。ただし、この場合においても、なぜ地区別や属性別の開催が更なる検討につながるのか分かりません。


⑱　意見集約をするとありますが、業務は説明会または勉強会なのですよね。これらの会は、一歩通行なので住民の意見を聞く機会はないのではありませんか。また、意見交換などでファシリテーターを活用するなら理解できますが、前述の通り活用場面はないと思います。


※業務の内容や手順は、どれも住民の合意形成や意見把握ばかりです。地区計画の実務的な手段も必要ではありませんか。また、工夫点や留意点もどれも似通っており、技術的アピールが不足しています。





⑲　協議会を設置することはすでに手順で述べられており、重複しています。これらの協議会設置を前提として、効果的な調整方策を書くべきです。





⑳　ワークショップも記述済みです。⑲と同様。





㉑　合意形成するために、・・・合意形成を図るになっています。








 


